



Manchuria (Northeast China) as Borderlands Viewed on a Railway Trip 
 




   This is a report of a research trip from August 3 through August 9, 2014 to borderlands of 
Northeast China. Starting from Changchun, the author made a round trip of approximately 1,700km 
via Jiamusi, Mudanjiang and Yanji by railway. Historical places of Manchukuo (Japanese puppet 
state, 1932-1945) still remain along the railway lines. Both Heilongjian and Jilin Provinces have 
borders with Russia, and Yanbian Korean Autonomous Prefecture in Jilin Province has a border 
with North Korea.  
   Railway construction in Northeast China was started by the Russian Empire at the end of the 
19th century and was continued by the Japanese Empire in the first half of the 20th century. In the 
period of Manchukuo, South Manchuria Railway Company (Mantetsu) performed an important role 
for the Japanese domination over Manchuria. After the establishment of the People’s Republic of 
China, the whole railway was nationalized.  
   Being connected to Russia by land and having good access to the Japanese See, border regions 























8 月 3 日 長春駅 → 佳木斯（チャムス）駅  〈夜行列車、車中泊〉 
8 月 4 日 佳木斯・湯原視察          〈車、佳木斯泊〉 
8 月 5 日 勃利視察              〈車、佳木斯泊〉 
8 月 6 日 佳木斯駅 → 牡丹江駅 → 延吉駅 〈列車、延吉泊〉 
8 月 7 日 図們視察              〈車、延吉泊〉 
8 月 8 日 長白山視察             〈バス、延吉泊〉 
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図 2 「満洲国」末期の鉄道網（原田勝正『増補 満
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図 2 「満洲国」末期の鉄道網（原田勝正『増補 満
鉄』日本経済評論社、2007 年、211 頁より） 
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して 16~19 歳の満蒙開拓青少年義勇軍が編成され、8 万人を超える青少年が国境地帯に派
遣された。 
 ピーク時には約 65 万人の兵力を擁した関東軍は、戦況の悪化にともない南方へ移送され
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図 4 関東軍司令部秘密要塞の入口 
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1984 年に牡丹江でインタビューに応じた男性であることを明かしている 5)。当時 9 歳の彼










は戦後 40 年近くを経た 1980 年代で、手がかりも少なく帰国できなかった人たちも多かっ
た。勃利を案内してくれた郷土史専門家の谷春喜氏は、現在も勃利を訪れるかつての日本
人居住者との交流に携わっているという。 
 佳木斯から延吉までの約 560km は新幹線ならば約 2 時間半の距離だが、列車のスピード
が遅く、駅の停車時間も長いためにほぼ 12 時間かかった。それでも長距離移動には列車が
便利なので乗客は多く、昼間の移動にも寝台車が使われる。2 段ベッド 4 人用コンパート























































 午前 3:45 出発の延吉から長白山に向かうバス・ツアーは満席だった。長白山の山門から
先は専用のバスだけが運行されており、これに乗り換えて中腹まで登る。ここでさらにワ
ゴン車に乗り換えて頂上付近まで行くと、徒歩で登って美しい天池や周囲の峰々を眺める
ことができる。長白山の入場料と園内バス料金は合わせて 210 元（約 4 千円）と高価だが、
至る所に観光客の長蛇の列がある。図們江と同じく長白山でも北朝鮮側には人影がないが、
天池に下る斜面に何か管のようなものが敷設されているのが見えた。（図 6）再び約 290km
をバスで走って延吉に戻ったのは夜 9 時過ぎだった。 
 延吉から長春までの約 500km を再び昼間の寝台列車で 8 時間半かけて移動した。かつて
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図 5  図們国境大橋そばの観光スポット 
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